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スマート⽔産業と衛星利⽤
パネルディスカッション『データ利⽤の定着とデータ流通基盤』

スマート⽔産業に向けた
衛星ソリューションサービスのご紹介
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ソリューション事業第⼀部
事業開拓課 荒井頼⼦
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財団概要
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リモートセンシング事業の中核機関として
45年にわたり、国内外の地球観測衛星で取得する観測データについて、受信、処理、解析を実
施し、広く利⽤者に提供する業務として宇宙航空研究開発機構（JAXA）からの委託などを中
⼼に着実に遂⾏してきました。また、リモートセンシング技術に関する調査や研究開発を関係
機関の委託やRESTEC独⾃で実施し、その成果の普及に努めています。

名称︓⼀般財団法⼈ リモート・センシング技術センター
[英語名︓Remote Sensing Technology Center of Japan (RESTEC)]
設⽴︓1975年8⽉1⽇
組織形態︓⼀般財団法⼈
(設⽴時は、財団法⼈として設⽴。2011年8⽉に⼀般財団法⼈に移⾏)
基本財産︓¥250,000,000
従業員数︓166名(2022年6⽉1⽇現在）
本社︓〒105-0001 東京都⻁ノ⾨3-17-1 東急REIT⻁ノ⾨ビル3F
URL︓https://www.restec.or.jp/

https://www.restec.or.jp/
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■漁業向けのサービスが増加
・サービス提供企業様は、各社特⾊を⽣かしたサービスを展開
・ご利⽤者様は、個別のニーズに対応したサービスを選択

■遠洋から養殖まで幅広く
・漁場推定による燃料代削減の効果
・⽔温変動が養殖に与えるダメージに対応する判断材料

■SDG’s 持続可能な⽔産業
・IT化など魅⼒ある⽔産業への取り組み
・効率的だけではなく、海の資源管理への意識向上

近年の海洋情報サービス
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http://www.kaisho-japan.com/

https://umitron.com/ja/pulse.html

https://www.jafic.or.jp/service/ebisukun/

http://glinnova
tion.jp/

https://www.suigi.pref.iwate.jp/satellite

https://oceaneyes.co.jp/

漁業向けの海洋情報サービス 例

＜データ利⽤の定着の課題点＞
衛星データの導⼊、利⽤の継続に壁がある。
⼊⼿⽅法、使い⽅、費⽤対効果 等。



All rights reserved RESTEC 2022

海況情報サービス提供企業及び機関

漁業者

スマート⽔産業向けたソリューションサービス提供について

衛星データを
海洋情報に変える

＜RESTECの役割＞ ＜情報の流れ＞

Y=aX+B
C=αx2+β

スマート⽔産アプリ

モデル⼊⼒値

海況解析

衛星データによる情報の流れ

気象庁提供

⼈⼯衛星による海⾯⽔温データ
沿岸環境情報サービス
衛星画像推定⽔深

衛星データを⼊⼿

個別ニーズに対応したサービス
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©RESTEC
気象庁提供データを基にRESTECが算出

⼈⼯衛星による海⾯⽔温データ
中⻄部太平洋・イン ド洋を含む海域の海⾯⽔温分布データを
1時間に1回提供します。気象庁の気象衛星ひまわり画像から
独⾃のアルゴ リズムで算出しています。

海況把握 や モ デ ル 計 算 な ど の ⼊ ⼒ デ ー タ と し て お 勧 め し て い ま す 。
お 試 し 利 ⽤ も 可 能 で す 。 ご 提 供 の 頻 度 や デ ー タ 仕 様 な ど の ご 相 談 を 承 り ま す 。

沿岸環境情報サービス
藻場・⼲潟の分布図を、 1画素あたり 2~ 8mサイズの⽔平分布
情報として作成します。現地調査と組み合わせた解析や簡易⼿
法による広域調査など、⽤途に合わせたサービスをご提供します。
藻場 に お け る ブ ル ー カ ー ボ ン に よ る C O 2 削 減 効 果 が 、 地 球 温 暖 化 対 策 の 新 し い 可 能
性 と し て 注 ⽬ さ れ て い ま す 。 環 境 の 変 化 に 敏 感 な 沿 岸 域 の 定 期 的 な モ ニ タ リ ン グ や 、
港 湾 ・ 洋 上 発 電 な ど 沿 岸 開 発 に 伴 う 環 境 影 響 保 全 に 貢 献 し ま す 。

衛星画像推定⽔深
⼈⼯衛星画像から浅海域の⽔深データを作成します。⽔深値は
連続した2m格⼦毎に算出し、ご希望のフ ォーマ ッ トでご提供しま
す。⽔深2 5m程度までの海底地形図としてご利⽤できます。
海外 で は 海 図 の 参 考 デ ー タ と し て 利 ⽤ さ れ て い ま す 。 船 舶 観 測 で は 難 し い 浅 瀬 や
ス ク リ ー ニ ン グ 調 査 に 有 効 な デ ー タ で す 。

Analyzed by ©RESTEC
WorldView-2©DigitalGlobe,Inc.

Analyzed by ©RESTEC
WorldView-2©DigitalGlobe,Inc.

スマート⽔産業向けたソリューションサービス製品について
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今後の展望 -観測頻度の向上-
サロマ湖の融氷 2018.03.30 2018.03.27

2018.04.02

© 2018 Planet Labs Netherlands BV. All rights reserved

© 2018 Planet Labs Netherlands BV. All rights reserved

© 2018 Planet Labs Netherlands BV. All rights reserved
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今後の展望 -センサ性能の向上-
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©CANON ELECTRONIVS INC.

© CANON ELECTRONICS INC. (2021)
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海況情報サービス提供企業及び機関

⽔産業サプライチェーン

今後の展望 -スマート⽔産業に向けた情報提供の拡充-

変化に合わせ、
提供情報を拡充

＜情報の流れ＞

スマート⽔産アプリ

衛星データによる情報の流れ

気象庁提供
要望

要望

多種類データの利⽤

⼈⼯衛星による海⾯⽔温データ
沿岸環境情報サービス
衛星画像推定⽔深
海上⾵速等・・・・

個別ニーズに対応したサービス

Y=aX+B
C=αx2+β

モデル⼊⼒値

海況解析

データ利⽤の定着とデータ流通基盤

© CANON ELECTRONICS INC. (2021)

© 2018 Planet Labs Netherlands BV. All rights reserved

©JAXA

ユーザニーズ


